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	The 37th International conference on Vacuum Ultraviolet and X-ray Physics [VUVX2010] 

	開催地
	University of British Columbia, Vancouver, Canada

	参加期日
	July 11 - 16, 2010

	参加目的：
本会議は、真空紫外線やX線の幅広いサイエンスについて議論する会議である。今回、SPring-8で行っている研究テーマ「超強磁場軟X線MCD測定法の開発と応用」について、その成果を発表し、各国の研究者に知っていただくこと、また、諸外国の研究者と議論をかわすことで、今後の研究の発展に役立てることを目的として参加した。

	会議の状況：
世界各国から 450人を超える研究者が集まり、幅広いテーマで活発な議論が行われた。口頭発表は2か所に分けて行われたが、私はHigh energy photoemissionやScattering & X-ray emission、Microscopyなどのセッションを聴講した。特に、Rashba効果や時間分解分光などのテーマに興味を持って聴けた。また、世界最大の超伝導サイクロトロンを有するTRIUMFの見学にも参加した。

	成果概要：
研究テーマについてポスターによる発表を行った。ポスターでは、強磁場X線MCD測定について、主に強磁場の発生電源に重点を置いて発表した。電源を模した小型の磁場発生装置も同時に展示したこともあり、ドイツやアメリカなど多くの研究者に興味を持っていただき、議論を交わすことができた。特に、強磁場発生方法や、軟X線との組み合わせに対して多く関心が集まり、非常に有意義な発表となった。
また、海外での国際会議への参加は初めてだったが、諸外国の研究者の発表を聞くことで、今後の研究テーマに関するヒントを得ることができた。今回の会議に参加することで、グラフェンから流体などへのX線の幅広い利用法や、X線レーザーなど最新の研究について学ぶことができ、大変勉強になった。個人としても、海外での会議や英語での発表などは初めてで、ポスターの準備や論文の投稿なども行い、非常に貴重な経験を積むことができたと感じている。
最後に、このような機会を与えてくださった望月基金に深く感謝いたします。


